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る
市
税
収
入
は
、
48
億
８
８
４
１
万
円

で
、
同
比
４
・
３
㌫
（
２
億
３
１
４
万

円
）
増
。
企
業
の
設
備
投
資
に
よ
る
固

定
資
産
税
の
伸
び
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。
市
債
は
18
億
８
９
１
０
万
円
で
、

同
比
42
・
０
㌫
（
５
億
５
８
８
０
万
円
）

と
大
幅
に
増
加
。事
業
の
推
進
の
た
め
、

財
政
措
置
が
有
利
な
過
疎
対
策
事
業
債

（
過
疎
債
）
を
活
用
し
た
こ
と
な
ど
が

要
因
で
す
。

施
設
の
整
備
費
な
ど
７
億
増

　歳
出
の
う
ち
、
施
設
整
備
な
ど
の
経

費
で
あ
る
普
通
建
設
事
業
費
は
、
30
億

５
６
１
６
万
円
で
同
比
30
・
７
㌫
（
７

億
１
８
１
５
万
円
）
と
大
き
く
増
え
ま

し
た
。
昨
年
11
月
に
完
成
し
た
あ
や
テ

ラ
ス
や
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
施
設

の
整
備
な
ど
大
型
事
業
を
行
っ
た
た
め

で
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

な
ど
国
の
財
源
を
活
用
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
民
や
事
業

者
を
支
援
。
生
後
６
カ
月
か
ら
15
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
な
ど
、

子
育
て
環
境
の
充
実
に
も
注
力
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
昨
年
８
月
の
台
風
７

号
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
費
が
３
億
89

万
円
と
、
同
比
３
０
８
・
８
㌫
（
２
億

２
７
２
７
万
円
）
増
加
し
ま
し
た
。

過
疎
債
活
用
し
事
業
推
進

　一
般
会
計
の
歳
入
は
２
０
３
億
５
４

４
３
万
円
、
歳
出
は
２
０
２
億
７
９
０

４
万
円
で
、
い
ず
れ
も
前
年
度
比
６
・

１
㌫
増
。 

歳
入
は
過
去
３
番
目
、
歳
出

は
過
去
２
番
目
の
規
模
で
、
実
質
収
支

は
52
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　歳
入
の
う
ち
、
自
主
財
源
の
柱
で
あ

令和５年度決算

あ
や
テ
ラ
ス
整
備
が
完
了

子
育
て
施
策
も
積
極
展
開

市
の
令
和
５
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
８
日
、
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
長
期
化

す
る
物
価
高
騰
へ
の
対
応
や
、
台
風
７
号
の
災
害
復
旧
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
あ
や

テ
ラ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
の
整
備
や
子
育
て
支
援
施
策
を
積
極
的
に
展
開
。
あ
ら

ゆ
る
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

義務的経費 43.2％

自主財源 32.6％
依存財源 67.4％

市税
24.0％

歳 入
203億5,443万円

府支出金
8.6％

国庫支出金
17.6％

地方交付税
25.9％

市債
9.3％

その他 6.0％

その他
8.6％

人件費
18.3％

扶助費
18.8％

公債費
6.1％

物件費
15.4％

補助費等
9.9％

積立金
4.5％

普通建設
事業費
15.1％

その他 3.8％

繰出金
8.1％

歳 出
202億7,904万円

台風７号災害では、大雨による土砂崩れや浸水など
大きな被害が発生しました
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財
調
取
り
崩
し
を
連
続
回
避

　市
債
（
借
金
）
残
高
は
、
７
億
１
１

０
９
万
円
増
の
１
４
８
億
４
１
９
２
万

円
。
公
共
施
設
の
整
備
を
進
め
た
こ
と

で
、
２
年
連
続
で
増
加
し
ま
し
た
。
基

金
（
貯
金
）
残
高
は
、
３
億
２
２
０
２

万
円
増
え
、
65
億
７
５
７
７
万
円
。
各

種
財
源
の
確
保
な
ど
で
、
財
政
調
整
基

金
（
財
調
）
の
取
り
崩
し
を
６
年
連
続

で
回
避
し
ま
し
た
。

　財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比

率
は
、
１
・
３
㌽
上
昇
し
、
91
・
７
㌫

で
し
た
。
ま
た
、
財
政
の
健
全
性
を
判

断
す
る
指
標
は
「
こ
れ
以
上
悪
化
す
る

と
危
険
」
な
基
準
を
下
回
り
、
全
て
安

全
圏
内
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
同
基

準
25
㌫
に
対
し
10
・
３
㌫
。
将
来
負
担

比
率
も
、
同
基
準
３
５
０
㌫
に
対
し

95
・
７
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
も
黒
字
決
算

　特
別
会
計
７
会
計
の
総
額
は
、
歳
入

91
億
３
７
４
７
万
円
、
歳
出
89
億
３
９

３
７
万
円
＝
上
表
。
実
質
収
支
は
１
億

９
８
１
０
万
円
で
、
全
て
黒
字
ま
た
は

収
支
均
衡
で
し
た
。

　公
営
企
業
会
計
の
う
ち
上
水
道
事
業

会
計
が
41
年
連
続
で
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
下
水
道
事
業
会
計
は
令
和
元
年
度

の
公
営
企
業
会
計
移
行
か
ら
連
続
で
赤

字
。
病
院
事
業
会
計
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
受
診
控
え
の
影
響
が
残
り
、
４
年
連

続
で
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

❶全天候型の子どもの遊び場「あやっこひろば」をあやテ
ラス内に整備。11月17日には1周年記念イベントを開催し
ます＝本紙お知らせ版参照　❷市民プールをリニューアル
し、幼児用プールに滑り台を新設　❸水夢に委託し、親子
で参加できる健康づくり事業を実施。本年度は各地区公民
館を会場に開催しています＝本紙８面参照

会計別決算収支の状況

一　般　会　計

区　　分 歳出総額

※端数処理（四捨五入）の関係で、本文記載の合計額が異なります

歳入総額

区　　分 事業費用事業収益

203億5,443万円

3,239万円

313万円

33億8,574万円

50億3,021万円

6億6,021万円

1,397万円

1,182万円

9億9,627万円

16億4,819万円

62億6,284万円

202億7,904万円

3,239万円

174万円

33億8,465万円

48億4,668万円

6億4,845万円

1,363万円

1,182万円

9億5,401万円

17億2,359万円

65億7,029万円

市立診療所等特別会計

農林業者労働災害共済特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

駐 車場特別会計

住宅・工業団地事業特別会計

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

特

　別

　会

　計

公
営
企
業
会
計

～財政用語の解説～
経常収支比率
　一般財源（市の裁量で使える財源）に占める福祉施策経費
や人件費など義務的な経費の割合。率が高いほど、自由に使
える資金が少ないことになります。

実質公債費比率
　市債（借金）の額が適正かどうかを判断する数値。一般財
源に占める借金返済額の割合です。

将来負担比率
　市が将来的に負担しなければならない可能性のある、実質
的な借金残高などを指標化したもの。一般会計に加え、各特
別会計や第３セクターも含めた借金などを基に算出します。

❶

❷

❸
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健
診
記
録
な
ど
簡
単
管
理

ア
プ
リ
は
、
綾
部
市
在
住
の
妊
婦
、

子
育
て
世
帯
が
対
象
。
妊
娠
期
と
子
育

て
期
の
画
面
が
あ
り
、
き
ょ
う
だ
い
が

い
る
場
合
は
、
子
ど
も
ご
と
に
画
面
の

切
り
替
え
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
登
録

し
た
家
族
で
あ
れ
ば
情
報
を
共
有
で
き

る
た
め
、
離
れ
て
い
て
も
子
ど
も
の
成

長
を
見
守
れ
ま
す
。

ア
プ
リ
を
使
う
と
、
従
来
の
手
帳
と

同
様
に
▽
胎
児
の
成
長
▽
妊
婦
の
体
調

管
理
▽
出
産
後
の
子
ど
も
の
健
診
記
録

―

な
ど
の
情
報
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
も
管
理
可
能
に
。
さ
ら
に
、
妊
娠
週

数
や
子
ど
も
の
月
齢
に
合
わ
せ
た
ア
ド

バ
イ
ス
、
市
の
子
育
て
情
報
な
ど
を
タ

イ
ム
リ
ー
に
受
け
取
れ
ま
す
。
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市
は
11
月
１
日
か
ら
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
切
れ
目
な

く
サ
ポ
ー
ト
す
る
ア
プ
リ
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。
親
子
（
母

子
）
健
康
手
帳
（
以
下
、
手
帳
）
の
情
報
が
管
理
で
き
る
ほ
か
、

子
育
て
世
帯
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で

お
届
け
。
従
来
の
手
帳
と
併
せ
て
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※通信料は利用者負担

〈問い合わせ〉
　こども支援課
　☎（42）0020

利用料金
無料！

子
育
て
情
報
を
プ
ッ
シ
ュ
で
お
届
け

「
あ
や
っ
こ
ナ
ビ
」
運
用
開
始
！

ア
プ
リ
で

で
き
る
こ
と

❶各アプリストアで「母
　子モ」と検索するかＱ
　Ｒコードを読み取り、
　インストール

❷プロフィール情報で綾部市の郵便
　番号を選択

・妊娠中の体重を記録
すると自動でグラフ
化。（理想の体重との比較も可能）

・妊婦健診や妊婦歯科健診の結果を手
帳の様式に沿って記録。

など

利用は２ステップ！

妊娠期

・予防接種のスケジュー
ルを簡単に管理。（予
定日が近づくと事前にお知らせする
機能あり）

・地域の子育てイベントや子育て支援
施設の検索。　　　　　　　　  など

子育て期

11月
 スタート‼
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市
は
「
第
14
回
あ
や
バ
ス
絵
画
展
」

を
開
催
。計
２
１
６
点（
５
歳
児
67
点
、

小
学
１
年
生
64
点
、
同
２
年
生
47
点
、

同
３
年
生
38
点
）
か
ら
16
点
が
入
賞

し
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
（
敬
称
略
）。
作
品
は
「
移
動
絵

画
展
」
と
し
て
、
11
月
末
ま
で
あ
や

バ
ス
の
車
内
で
展
示
し
ま
す
。

  

５
歳
児
の
部

優
秀
賞
／
織
部
真
聖
（
せ
ん
だ
ん

苑
こ
ど
も
園
）
桃
太
郎
賞
／
榊
原

壮
悟
（
豊
里
幼
児
園
）
佳
作
／
塩

見
隼
和
（
物
部
保
育
園
）

  

小
学
１
年
生
の
部

優
秀
賞
／
吉
﨑
か
ん
奈
（
西
八
田

小
）
桃
太
郎
賞
／
伊
藤
真
大
（
綾

部
小
）
佳
作
／
山
崎
稜
弥
（
豊
里

小
）

  

小
学
２
年
生
の
部

優
秀
賞
／
四
方
優
糸
（
物
部
小
）

桃
太
郎
賞
／
瀧

梨
乃
（
東
八
田

小
）
佳
作
／
金
定
愛
斗
（
物
部
小
）

  

小
学
３
年
生
の
部

優
秀
賞
／
伊
藤
旭
（
綾
部
小
）
桃

太
郎
賞
／
白
石
嵐
大
（
同
）
佳
作

／
山
崎
桜
佳
（
豊
里
小
）

ま
さ
と

そ
う
ご

ま
ひ
ろ

り
ょ
う
や

と

わ

ゆ
い
と

き
り
は

お
う  

か

ま
な
と

あ
ら
た

世界連邦推進綾部市小・中学生

ポスター・作文コンクール

圡本乃愛（中筋幼児園）

織部晃大（綾部小２年）
こう た

ど もと の   あ

山本里菜（豊里小３年）

梅原勇作（綾部小６年）

山本慶太（豊里小１年）

　平和と環境をテーマに行っている33回目の同コンクー
ル（地球市民の集い実行委員会主催）の受賞作品が決ま
りました。本年度の応募数はポスター290点、作文50点。
入賞者は次の皆さんです（敬称略、順不同）。入賞者は、
11月９日に開催する「地球市民の集い」で表彰します。

  

ポ
ス
タ
ー
の
部

優
秀
／
朝
野
桐
生
（
豊
里
中
１

年
）▽
白
井
美
瑠
（
同
）
佳
作
／

大
島
幹
哉
（
豊
里
小
５
年
）▽
北

園
京
士
郎
（
綾
部
小
６
年
）▽
四

方
七
海
（
吉
美
小
６
年
）▽
佐
田

羽
菜
（
八
田
中
２
年
）▽
山
田
耕

（
同
）

  

作
文
の
部

優
秀
／
村
上
隼（
西
八
田
小
６
年
）

▽
白
井
美
瑠
（
豊
里
中
１
年
）
佳

作
／
西
村
俐
乃（
西
八
田
小
６
年
）

▽
西
村
慎
平
（
豊
里
中
１
年
）▽

吉
野
櫂
（
東
綾
中
１
年
）▽
こ
ろ

な
は
な
（
上
林
中
２
年
）

諦
め
な
い
平
和

朝
野
桐
生
（
豊
里
中
１
年
）

戦
後
間
も
な
い
時
代
に
平
和

を
願
い
綾
部
市
が
世
界
連
邦
都

市
宣
言
を
し
た
こ
と
を
誇
り
に

思
う
。
市
遺
族
会
の
資
料
を
見

た
こ
と
が
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。
戦
争

の
悲
惨
さ
も
過
ち
も
心
に
留
め
、

本
当
の
意
味
の
平
和
を
目
指
し

た
い
。

　
　
　
　
　
　

  （
要
約
）

最 優 秀 作 品

最 優 秀 作 品

第14回

あ
や
バ
ス

あ
や
バ
や
バ
ス絵画

展

絵
画
展

あ
や
バ
ス

　
　絵
画
展

あ
さ
ひ

は

な
か
い

は
や
と

り

の

き
た

み

る

こ
う

ぞ
の
き
ょ
う
し
ろ
う
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自
慢
の
コ
メ
で
地
域
を
Ｐ
Ｒ

中
上
林
地
区
の
最
北
、
上
林
川
に
注

ぐ
支
流
の
源
流
部
に
位
置
す
る
水
梨
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅
力
発
信
で
集

落
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
、
令
和
４
年

に
水
源
の
里
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

主
な
活
動
は
、
地
元
産
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
水
梨
米
」
の
販
売
で
す
。
コ
メ
は
、

年
間
の
注
文
量
が
生
産
量
を
上
回
る
ほ

ど
の
人
気
ぶ
り
。
山
か
ら
流
れ
て
く
る

清
ら
か
な
湧
き
水
と
大
き
な
寒
暖
差
を

生
か
し
て
育
て
ら
れ
、令
和
４
年
の「
京

の
プ
レ
ミ
ア
ム
米
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は

金
賞
に
選
ば
れ
る
な
ど
高
い
評
価
を
得

て
い
ま
す
。

稲
穂
が
実
る
田
は
、
地
域
住
民
に
加

え
、
大
阪
府
や
福
知
山
市
に
住
む
集
落

出
身
者
数
人
で
維
持
管
理
。
毎
週
手
入

れ
を
行
い
、
自
慢
の
コ
メ
や
自
然
環
境

を
守
っ
て
い
ま
す
。
阪
田
雅
之
代
表
は

「
一
緒
に
農
業
が
で
き
る
仲
間
を
増
や

せ
る
よ
う
移
住
者
を
呼
び
込
ん
で
い
き

た
い
。
住
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
も
で
き
れ
ば―

」
と
今

後
の
展
望
を
語
り
ま
す
。

私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
、
あ
や
べ
水
源
の

里
。
そ
の
活
動
を
順
に

紹
介
し
な
が
ら
、
集
落

の
〝
元
気
の
ヒ
ミ
ツ
〞

や
日
々
を
楽
し
く
暮
ら

す
コ
ツ
を
探
り
ま
す
。

水
源
の
里
・

水
梨

販
売
促
進
の
た
め
に
、
令
和
４
年
に
作
成
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
米
袋
。「
水
梨
米
」
と
い
う
文

字
や
稲
穂
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
手
に
す
る

の
は
阪
田
代
表

日
本
を
代
表
す
る
２
つ
の
政
党
の
新

し
い
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
っ
た
。
特
に
自

由
民
主
党
の
総
裁
は
総
理
大
臣
と
し
て

我
が
国
の
ト
ッ
プ
に
な
る
わ
け
で
、
そ

の
職
責
は
重
い
。
来
月
に
は
米
国
の
新

大
統
領
も
決
ま
る
予
定
で
、
国
際
的
に

も
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
が
牽
引
す
る
政
治

体
制
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
一
般
的
に
国

民
は
、
時
の
政
府
に
平
和
な
生
活
や
充

実
し
た
福
祉
、
そ
し
て
持
続
的
な
経
済

成
長
な
ど
を
求
め
る
が
、
世
の
中
の
停

滞
や
閉
塞
感
が
強
い
ほ
ど
、
そ
の
解
決

を
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
政

治
力
に
期
待
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の

結
果
、
リ
ー
ダ
ー
が
故
意
か
錯
誤
か
己

の
力
を
過
信
し
、
独
裁
と
化
し
、
国
民

に
大
き
な
悲
劇
と
犠
牲
を
強
い
て
き
た

こ
と
は
歴
史
の
証
左
に
明
ら
か
だ
。
そ

し
て
一
度
失
っ
た
信
用
を
取
り
戻
す
に

は
膨
大
な
時
間
と
コ
ス
ト
を
要
す
る
こ

と
も
ま
た
し
か
り
で
あ
る
。

以
前
に
本
稿
（
善
聞
語
録
69
）
で
も

176

取
り
上
げ
た
が
、
改
め
て
政
治
学
者
丸

山
眞
男
が
戦
後
ま
も
な
く
発
し
た
言
葉

が
心
に
沁
み
る
。
福
沢
諭
吉
の
論
説
を

引
い
た
〝
悪
さ
加
減
の
選
択
〞
で
、
曰

く
「
政
治
に
ベ
ス
ト
を
期
待
す
る
と
幻

滅
あ
る
い
は
失
望
に
転
化
す
る
。
よ
っ

て
悪
さ
の
程
度
が
少
し
で
も
小
さ
な
も

の
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
」
と
。
冷
め

た
見
方
と
の
批
判
も
あ
っ
た
と
い
う

が
、
政
治
家
の
端
く
れ
と
し
て
私
も
共

感
す
る
こ
と
が
多
い
。
住
民
と
同
じ
目

線
と
価
値
観
で
も
っ
て
泣
い
て
、
笑
っ

て
、
怒
る
こ
と
は
可
能
な
は
ず
だ
。
普

段
の
生
活
の
中
で
「
変
」
と
思
う
こ
と

は
「
変
」
と
唱
え
、
改
め
る
行
動
を
起

こ
す
こ
と
に
政
治
の
原
点
を
求
め
た

い
。
近
時
、
隣
県
を
含
め
全
国
的
に
後

を
絶
た
な
い
首
長
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問

題
も
、〝
悪
さ
加
減
〞
を
ト
ッ
プ
選
択

の
基
準
に
し
て
い
れ
ば
起
こ
ら
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
一
連
の
騒
動
の
間

に
、
政
治
の
停
滞
や
混
乱
で
失
っ
た
も

の
は
極
め
て
大
き
い
。

ま
た
人
は
変
節
す
る
も
の
だ
。
元
々

は
モ
ン
ス
タ
ー
で
な
く
て
も
、
環
境
の

変
化
や
時
間
の
経
過
と
と
も
に
徐
々
に

「
裸
の
王
様
」
に
、
そ
し
て
怪
物
に
近

づ
い
て
い
く
。
元
よ
り
人
間
は
善
と
悪

の
両
面
を
併
せ
持
つ
。
悪
へ
の
変
節
に

自
ら
気
付
く
か
、
そ
し
て
気
付
い
た
時

に
自
ら
の
決
断
で
も
っ
て
幕
引
き
に
踏

み
切
れ
る
か―

。
そ
の
悪
さ
加
減
の
選

択
も
問
わ
れ
て
い
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

〝
悪
さ
加
減
〞
再
考

し

そ
く

け
ん

広報あやべ　　　　　　 2024.10

令和３年の秋ごろに実施した田んぼへの防護柵設置事業。
多くのボランティアも参加し、水源の里・水梨発足の契
機となった

7

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

右手の人差し指で左手首を指す
（腕時計を指すイメージ）

今
月
の
手
話時

間

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

災
害
時
こ
そ
思
い
や
り
を

避
難
所
等
の
配
慮
が
課
題

８
月
に
宮
崎
県
沖
で
発
生
し
た
地
震

で
、
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
解
除
さ
れ
る
ま
で
、
全
国
に
緊

張
が
走
っ
た
一
週
間
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
と
人
権
は
切
り
離
せ
ま
せ
ん
。

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
23
年

の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
農
業
・
畜
産
業
・
水

産
業
へ
の
風
評
被
害
が
発
生
。
避
難
し

た
人
に
対
す
る
避
難
先
で
の
差
別
や
偏

見
な
ど
の
問
題
も
起
こ
り
ま
し
た
。
避

難
生
活
で
は
、
必
要
な
配
慮
や
支
援
、

情
報
の
不
足
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
特

に
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
病
人
や
け
が

人
、
女
性
、
子
ど
も
、
外
国
人
な
ど
の

弱
い
立
場
の
人
は
、
取
り
残
さ
れ
が
ち

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

誤
情
報
は
復
興
の
妨
げ
に
も

災
害
は
、
多
く
の
人
の
命
を
危
険
に

さ
ら
し
、
人
々
の
暮
ら
し
を
奪
い
、
大

き
な
苦
し
み
を
強
い
ま
す
。
元
日
の
能

登
半
島
地
震
で
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
救
助
を

求
め
る
虚
偽
の
情
報
が
流
れ
、
警
察
や

消
防
が
出
動
す
る
事
態
が
発
生
し
ま
し

た
。
不
確
か
な
情
報
に
基
づ
い
て
他
人

を
不
当
に
扱
っ
た
り
、
偏
見
や
差
別
を

助
長
す
る
よ
う
な
情
報
を
発
信
し
た
り

す
る
こ
と
は
、
人
権
侵
害
に
当
た
る
だ

け
で
な
く
避
難
や
復
興
の
妨
げ
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
か
ら
ず
、
誰
も
が
被
災
者
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
復
興
途
中
の
能

登
半
島
を
襲
っ
た
９
月
の
記
録
的
豪
雨

な
ど
、災
害
が
続
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

災
害
時
こ
そ
正
し
い
情
報
と
冷
静
な
判

断
に
基
づ
き
、
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

避難所では、プライバシーの確保
も重要。安心して過ごせるよう、
互いを気遣うことが大切です

あやべっ子
もぐもぐ
通信

　市内の全小・中学校の給食
は、各学校で給食調理員が心
を込めて作る自校調理方式。
地域の農産物の使用や工夫を
凝らした献立などで、安全・
安心でおいしい給食を作って
います。

※写真は東綾小・中学校。各学校の実情に応じてメニューをアレンジしています。

旬のカボチャの甘味でほっこり「カボチャのみそ汁」

肉と野菜たっぷ
り

「スタミナオニ
オン丼」

9月27日(金)
　運動会に向けて、スタミナをしっかりつけるための特
別メニュー！
　スタミナオニオン丼には、疲労回復に良い豚肉とニラ
がたっぷり。元気に楽しく競技に挑めるよう、応援の気
持ちを込めました。
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